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Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
１
月
６
日
、
本
所
で
令
和
８

年
祈
願
祭
と
仕
事
始
め
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
本
所
役
職
員
な
ど
約
１
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
地
元
の
阿
蘇
神
社
神
主
に
よ
り
諸

災
消
除
や
事
業
繁
栄
を
祈
願
す
る
神
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
仕
事
始
め
式
で
は
、
原

山
寅
雄
組
合
長
が
「
農
業
者
と
Ｊ
Ａ
が
共
に

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
た
め
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
強
い
Ｊ
Ａ
阿
蘇
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力

強
く
新
年
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
式
を

終
え
た
役
職
員
ら
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
業

務
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝

祈
願
す
る
原
山
組
合
長
と
仕
事
始
め
式
の
様
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
12
月
22
日
、
Ｊ
Ａ

阿
蘇
本
所
・
小
国
郷
中
央
支
所
・
阿
蘇
南
中

央
支
所
に
盟
友
ら
が
作
成
し
た
門
松
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

門
松
の
設
置
は
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28

年
）
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し

農業者とＪＡが共に
強いＪＡ阿蘇づくりに取り組もう
＝ 令和 8年仕事始め式 ＝

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
盟
友
ら

本
所
・
小
国
郷
中
央
支
所
・

阿
蘇
南
中
央
支
所
に
門
松
を
設
置

仮
設
団
地
で
正
月
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た

地
域
住
民
に
対
し
、
「
少
し
で
も
正
月
気
分

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
始
ま
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
現
在
は
Ｊ
Ａ
の
施
設
の
み

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
松
作
成
の
準
備
は
前
日
か
ら
行
わ
れ
、

地
元
盟
友
の
竹
山
か
ら
竹
を
切
り
出
し
、
設

置
当
日
は
早
朝
よ
り
盟
友
が
集
ま
り
各
支
所

ご
と
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

部
長
の
髙
本
祐
史
さ
ん
は
「
門
松
の
作

成
・
設
置
は
青
壮
年
部
の
年
末
の
恒
例
行
事

に
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
の
方
々
に

も
青
壮
年
部
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機

会
な
の
で
、
今
後
と
も
活
動
を
続
け
て
い
き

皆
さ
ん
方
に
素
晴
ら
し
い
新
年
を
迎
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
、
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝
青
壮
年
部
盟

友
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
設
置
さ
れ
た
門
松
）
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研修成果を発表する友岡職員

＝中九州横断道路広域シンポジウム＝
原山組合長「農業分野での　　　　　　　　
　　　　　道路開通がもたらす効果」述べる

未
来
塾
修
了
レ
ポ
ー
ト

友
岡
康
博
職
員
が
研
修
成
果
を
発
表

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
12
月
25
日
、
大
分
県

竹
田
市
で
開
か
れ
た
「
中
九
州
横
断
道
路
広

域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
㏌
竹
田
２
０
２
５
」
に
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
九
州
横
断
道
路

の
事
業
促
進
と
早
期
完
成
を
図
る
た
め
、

大
分
県
と
熊
本
県
、
中
九
州
・
地
域
高
規
格

道
路
促
進
期
成
会
が
共
催
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

〜
真
ん
中
九
州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

中
九
州

横
断
道
路
と
大
分
・
熊
本
の
こ
れ
か
ら
〜
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
観
光
・
農
業
・
半
導
体
・

経
済
の
４
分
野
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
は
「
こ
の
道
路
が
開
通
す
れ

ば
、
災
害
時
に
お
け
る
青

果
物
の
出
荷
や
輸
送
面
で

農
業
発
展
に
役
立
つ
。
ま

た
、
阿
蘇
中
部
地
区
で
は

米
生
産
に
お
け
る
地
下
水

の
汲
み
上
げ
で
１
俵
当
た

り
約
７
５
０
円
が
か
か
っ

て
い
る
。
地
域
農
業
を
支

え
る
た
め
に
も
、
米
の
単

価
を
安
定
さ
せ
、
継
続
し

て
営
農
で
き
る
体
制
の
構

築
が
重
要
だ
」
と
、
農
業

分
野
で
の
道
路
開
通
が
も

た
ら
す
効
果
や
地
域
農
業

が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

　
　
（
写
真
上
＝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

　
　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

「
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た

　

共
済
提
案
力
の
更
な
る
向
上
を
」

共
済
部
が
Ｌ
Ａ
総
合
会
議
を
開
く

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
共
済
部
は
１
月
14
日
、
一
の
宮

中
央
支
所
で
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
総
合
会
議
を
開
き
、
役
職
員
・
Ｌ
Ａ
担

当
職
員
ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
共

済
提
案
力
の
向
上
と
、
万
一
の
際
に
信
頼
さ

れ
る
対
応
力
の
強
化
を
目
的
に
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ク
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
の
上
野
良
平

代
表
取
締
役
を
講
師
に
迎
え
、
近
年
の
自
然

災
害
や
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
保
障
内
容

点
検
の
重
要
性
や
、
Ｌ
Ａ
に
求
め
ら
れ
る
役

割
や
心
構
え
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
す
る
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
実
践
的
な
講
演
内
容
を
日
々

の
訪
問
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
共
済
部
で
は
今
後
も
研
修
会
等
を
重
ね
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
共
済
事
業
の
推
進
に
努

め
て
い
く
方
針
で
す
。

講
演
を
す
る
上
野
良
平
代
表
取
締
役

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
が
主
催
す
る
「
令
和
７

年
度
未
来
塾
修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
」
が
１

月
16
日
、
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
今
後
の
Ｊ

Ａ
運
営
を
担
う
中
核
と
な
る
人
材
を
継
続
的

に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

各
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
研
修
生

10
人
が
様
々
な
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

付
け
る
た
め
、
昨
年
５
月
か
ら
10
回
に
わ
た

り
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
か
ら
は
、
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

畜
産
課
の
友
岡
康
博
職
員
が
参
加
し
て
お
り
、

多
く
の
役
職
員
の
前
で
研
修
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
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ア
ス
パ
ラ
部
会
「
出
荷
反
省
会
・
総
会
」

令
和
７
年
度
販
売
額
８
億
１
６
２
４
万
円

新
部
会
長
に
池
部
さ
ん 

各
表
彰
も
行
う

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
12
月
９
日
、

阿
蘇
市
で
第
28
回
出
荷
反
省
会
・
総
会
を
開

き
、
行
政
・
取
引
市
場
関
係
者
・
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
約
１
１
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
８
年
度
事
業
計
画
や
新
規

加
入
者
な
ど
の
９
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
実
績
は
、
出
荷
量
６
８
３
ｔ

（
前
年
比
89
％
）
、
販
売
金
額
８
億
１
６
２

４
万
円
（
同
90
％
）
と
春
先
の
低
温
の
影
響

を
受
け
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き①

　

令
和
８
年
度
は
変
化
す
る
気
候
に
合
わ
せ

た
栽
培
管
理
や
防
除
暦
に
基
づ
い
た
適
期
防

除
の
徹
底
、
反
収
前
年
比
10
％
ア
ッ
プ
や
消

費
地
と
の
情
報
交
換
強
化
を
掲
げ
、
生
産
者

一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
出
荷
量
・
品
質
向
上

に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

担
当
指
導
員
は
次
年
度
へ
向
け
「
農
薬
散

布
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
や
栽
培
管
理

講
習
会
を
実
施
し
、
消
費
者
の
求
め
る
美
味

し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
に
努
め
る
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
と
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
役
員
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
（
敬
称

略
）
で
す
。

◇
新
役
員

▽
部
会
長
＝
池
部
奨

▽
副
部
会
長
＝
市
来
祐
介
・
中
村
泰
裕

▽
会
計
＝
田
端
伸
吉

▽
監
事
＝
松
岡
陽
介
・
浅
久
野
良
明

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

▽
総
販
売
金
額
＝
後
藤
浩
昭

◇
部
会
表
彰
の
部

▽
総
販
売
金
額
＝
西
村
豊
治
・
笹
原

順
子
・
室
豊

▽
栽
培
技
術
部
門
＝
小
永
康
平
・
佐
藤

春
生
・
中
村
泰
裕

　
　
（
写
真
上
＝
ア
ス
パ
ラ
部
会
出
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
反
省
会
・
総
会
の
様
子
）

い
ち
ご
部
会 

中
部
・
南
部
両
地
区
で

現
地
検
討
会
と
目
慣
ら
し
会
を
実
施

12
月
中
旬
順
調
な
出
荷
ピ
ー
ク
迎
え
る

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
12
月
上
旬
、
中

部
地
区
と
南
部
地
区
で
一
層
の
品
質
向
上
を

図
る
た
め
、
現
地
検
討
会
と
目
慣
ら
し
会
を

開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
指
導
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

い
ち
ご
部
会
は
今
季
「
恋
み
の
り
」
76
％
、

「
ゆ
う
べ
に
」
23
％
、「
さ
が
ほ
の
か
」
１

％
と
い
う
品
種
構
成
で
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

出
荷
は
昨
年
10
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
12
月

中
旬
に
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
（
12
月

上
旬
取
材
時
）
順
調
な
出
荷
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
指
導
員
よ
り

「
こ
の
時
期
に
注
意
す
べ
き
病
害
虫
の
防
除

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
普
及
所
か
ら
は
現

在
の
草
高
や
葉
色
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め

の
基
準
や
電
照
（
電
気
に
よ
る
日
照
時
間
延

長
）
の
実
施
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

目
慣
ら
し
会
で
は
、
部
会
員
が
持
ち
寄
っ

た
イ
チ
ゴ
を
も
と
に
、
出
荷
規
格
や
着
色
基

準
を
再
確
認
。
市
場
か
ら
の
信
頼
を
維
持
す

る
た
め
、
品
質
や
選
別
基
準
の
統
一
を
図
り

ま
し
た
。

　

い
ち
ご
部
会
で
は
、
技
術
指
導
と
病
害
虫

対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
今
後
も
目
標
と
す
る

高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
安
定
し
て
市
場
に
供
給

し
て
い
く
方
針
で
す
。
（
写
真
上
＝
中
部
・

南
部
地
区
で
行
わ
れ
た
現
地
検
討
会
と
目
慣
ら

し
会
の
様
子
）
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※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き②

12
月
中
旬
イ
チ
ゴ
出
荷
ピ
ー
ク

販
売
金
額
８
億
円
を
目
指
す

西
原
甘
藷
部
会
「
出
荷
協
議
会
」
開
く

出
荷
ピ
ー
ク
を
前
に
出
荷
規
格
確
認

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
12
月
中
旬
、
２

０
２
５
年
産
イ
チ
ゴ
の
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。
同
部
会
で
は
36
戸
が
約
11 

ha
で

甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
「
恋
み
の

り
」「
ゆ
う
べ
に
」「
さ
が
ほ
の
か
」
の
３
品

種
を
栽
培
。
九
州
や
関
東
・
関
西
の
市
場
を

中
心
に
出
荷
し
、
販
売
金
額
８
億
円
、
出
荷

量
２
１
０
万
パ
ッ
ク
、
10
ａ
当
た
り
収
量
５

ｔ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
取
材
時
、
園
田
賢
臣
部
会
長
は

「
徹
底
し
た
栽
培
管
理
で
、
甘
く
て
お
い
し

い
阿
蘇
産
イ
チ
ゴ
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
、
江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
イ

チ
ゴ
需
要
が
高
い
年
内
の
収
量
確
保
に
向
け
、

生
育
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
栽
培
指
導
を
徹
底
す

る
」
と
、
厳
寒
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
引
き

続
き
徹
底
し
た
栽
培
指
導
を
強
化
し
て
い
く

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
様
々
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
大
粒
規
格
の
贈
答
品
や
業

務
用
な
ど
複
数
の
ア
イ
テ
ム
に
も
対
応
し
て

お
り
、
ま
た
初
年
度
か
ら
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
台
湾
向
け
の
輸
出
事
業
に
も
引
き
続
き
注

力
す
る
方
針
で
す
。
（
写
真
上
＝
販
促
ツ
ー
ル
と

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
イ
チ
ゴ
選
果
の
様
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
12
月
23
日
、

阿
蘇
市
で
令
和
７
年
度
総
会
・
反
省
会
を
開

催
し
、
県
振
興
局
や
市
場
関
係
者
、
部
会
員

ら
合
わ
せ
て
約
２
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
７
年
産
の
実
績
報
告
と
次
期

に
向
け
た
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
年
産
は
、
生
産
者
１
４
３
名
が
面
積

39
・
45 

ha
で
栽
培
。
販
売
金
額
19
億
７
０

０
０
万
円
（
前
年
比
１
０
７
％
）
、
出
荷
数

量
１
２
１
万
ケ
ー
ス
（
同
１
０
４
％
）
と
な

り
、
金
額
・
数
量
と
も
に
前
年
を
上
回
る
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
担
当
指
導
員
は
「
例

年
よ
り
早
い
梅
雨
明
け
が
夏
場
の
樹
勢
維
持

に
好
影
響
を
与
え
、
収
穫
量
が
安
定
し
た
こ

と
で
実
績
に
繋
が
っ
た
」
と
分
析
。
一
方
で
、

次
期
に
向
け
た
課
題
と
し
て
「
薬
剤
抵
抗
性

を
考
慮
し
た
効
率
的
な
防
除
」
を
あ
げ
、
品

質
維
持
の
た
め
の
重
要
課
題
と
し
て
部
会
全

体
で
共
有
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
で
は
、
部
会
員
の
意
欲
向
上
を

目
的
に
例
年
行
わ
れ
て
い
る
表
彰
式
も
行
わ

れ
、
総
販
売
高
部
門
１
名
、
販
売
高
部
門
２

名
、
栽
培
技
術
部
門
10
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、

70
歳
以
上
の
部
会
員
を
対
象
と
し
た
反
収
額

上
位
３
名
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
孝
幸
部
会
長
は
、
長
年
に
わ
た
り
部

会
を
支
え
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
へ
の
敬

意
を
込
め
「
今
日
の
部
会
の
隆
盛
が
あ
る
の

は
、
部
会
を
長
年
牽
引
し
、
確
か
な
礎
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
熟
練
の
功
労
者
の
皆
様
が
い

た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
技
術
と
情

熱
に
深
く
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
部
会
一
丸

と
な
っ
て
高
品
質
な
ト
マ
ト
づ
く
り
に
繋
い

で
い
き
た
い
」
と
決
意
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
部
会
員
ら
は
、
互
い
の
健
闘
を

称
え
合
う
と
と
も
に
、
次
期
作
で
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
（
敬
称
略
）
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

▽
総
販
売
高
部
門
＝
斉
藤
孝
幸

◇
部
会
表
彰
の
部

▽
販
売
高
部
門
＝
松
永
拓
巳
・
下
村
委
也

▽
栽
培
技
術
部
門
＝
緑
幸
博
・
緑
智
博
・

岩
下
幸
史
・
甲
斐
佳
祐
・
阿
蘇
農
業
男

児
合
同
会
社
・
齊
藤
悠
・
岩
下
恵
輔
・

甲
斐
達
矢
・
斉
藤
本
・
山
本
聡

（
写
真
上
＝
70
歳
以
上
表
彰
の
様
子
、
右
か
ら
高
野

昭
一
さ
ん
・
小
代
輝
義
さ
ん
・
菅
義
徳
さ
ん
）

中
部
ト
マ
ト
部
会

販
売
高
19
億
７
０
０
０
万
円

　

熟
練
功
労
者
の
表
彰
式
も
行
う
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挨拶をする白石部会長

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
甘
藷
部
会
は
12
月
２
日
、

本
格
的
な
出
荷
ピ
ー
ク
を
前
に
令
和
７
年
度

貯
蔵
甘
藷
出
荷
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
行
政
・
取
引
市
場
関
係
者
・

Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
80
名
が
参
加
し
、
集
荷

体
制
や
出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
甘
藷
部
会
で
は
、
59
名
が
80 

ha
で
甘
さ

が
濃
厚
で
し
っ
と
り
と
し
た
「
シ
ル
ク
ス
イ

ー
ト
」
を
作
付
け
し
、
県
内
や
関
西
・
東
海

地
方
へ
出
荷
。
今
季
、
販
売
数
量
１
７
７
０

ｔ
、
販
売
金
額
５
億
５
０
０
０
万
円
を
計
画

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き③

し
て
い
ま
す
。
作
柄
は
昨
年
７
月
か
ら
９
月

の
高
温
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

適
度
な
降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
で
、
玉
肥
大
も

良
く
例
年
並
み
の
作
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
指
導
員
は
「
食
味
・
形
状
・
外
観
の

評
価
が
良
く
高
単
価
で
推
移
し
て
い
る
。
市

場
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
集
荷
体
制
を
構
築
し
、

安
定
的
な
販
売
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
現

況
を
語
り
、
出
荷
ピ
ー
ク
を
２
月
頃
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
（
前
ペ
ー
ジ
写
真
＝
貯
蔵
甘
藷

出
荷
協
議
会
の
様
子
）

販
売
高
１
億
５
２
０
０
万
円
と
躍
進

逆
境
を
乗
り
越
え
次
代
へ
繋
ぐ

　
　
　
　
　

中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
12
月

26
日
、
阿
蘇
市
で
令
和
７
年
度
総
会
・
反
省

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

白
石
部
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
気
候
変

動
や
生
産
資
材
の
高
騰
と
い
っ
た
厳
し
い
情

勢
に
触
れ
「
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ

り
、
部
会
全
体
と
し
て
良
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
安
定
供
給
と
い
う
使
命
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
次
年
度

に
向
け
、
新
計
画
に
基
づ
く
栽
培
技
術
の
向

上
や
次
世
代
へ
の
技
術
継
承
、
販
売
力
強
化

に
重
点
的
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
部
会
員
と
関
係
機
関
が
一
体
感
を

高
め
、
こ
の
逆
境
を
乗
り
越
え
る
確
か
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
」
と
決
意
を
力
強
く
結

び
ま
し
た
。
令
和
７
年
産
は
、
部
会
員
23
名

が
５
・
31 

ha
で
栽
培
。
販
売
金
額
１
億
５

２
０
０
万
円
（
前
年
比
１
２
１
％
）
、
出
荷

数
量
６
万
１
０
９
９
ケ
ー
ス
（
同
１
０
７

％
）
と
な
り
、
前
年
を
大
幅
に
上
回
る
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

挨拶をする高岡部会長

 

「
選
ば
れ
る
産
地
づ
く
り
を
！
」

販
売
金
額
４
億
４
９
３
９
万
円

南
部
ト
マ
ト
部
会
総
会
・
出
荷
反
省
会

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ト
マ
ト
部
会
は
12
月
18
日
、

行
政
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
60
名
が
参
加
し
第

21
回
総
会
を
阿
蘇
市
で
開
催
。
令
和
８
年
度

事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
部
会
で
は
52
人
が
約
12 

ha
で

作
付
け
し
、
令
和
７
年
度
の
実
績
は
販
売
数

量
１
０
６
９
ｔ
（
前
年
比
99
％
）、
販
売
金

額
４
億
４
９
３
９
万
円
（
前
年
比
98
％
）
で
、

県
内
や
九
州
・
中
部
地
方
を
中
心
に
出
荷
し

ま
し
た
。

　

高
岡
幸
一
郎
部
会
長
は
式
辞
で
「
生
産
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
産
地
面
積

の
減
少
と
い
っ
た
深
刻
な
課
題
も
あ
り
、
夏

場
の
高
温
で
毎
年
作
り
に
く
い
環
境
に
は
な

っ
て
い
る
が
、
生
産
者
一
人
一
人
の
努
力
の

結
果
、
前
年
並
み
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
夏
秋
産
地
と
し
て
安

定
出
荷
を
目
指
し
、
気
象
災
害
に
対
し
て
の

備
え
を
徹
底
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
当
日
は
優
績
者
（
敬
称
略
）
の
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
総
販
売
高
の
部
＝
河
内
聡
史
・
奈
須
喜
一

・
松
岡
祐
輝

◇
10
ａ
販
売
高
の
部
＝
松
岡
祐
輝
・
今
村

浩
司
・
津
留
粋
子

◇
新
人
の
部
＝
伊
藤
仁
史

　

ま
た
総
会
で
は
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
部

会
員
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
方
々
（
敬
称
略
）
で
す
。

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

▽
販
売
高
部
門
＝
市
原
恭
市

◇
部
会
表
彰
の
部

▽
栽
培
技
術
部
門
＝
市
原
恭
市
・
小
野

秀
晃
・
志
賀
健
一
郎

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
白
水
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
12
月

23
日
、
南
阿
蘇
村
で
第
35
回
総
会
を
開
き
行

政
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
40
名
が
参
加
し
、
令

和
８
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認
し
ま

販
売
金
額
前
年
比
１
２
５
％

白
水
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

　

販
売
金
額
１
億
８
１
９
９
万
円

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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挨拶をする下田部会長

し
た
。
同
部
会
で
は
19
名
が
約
４
ha
に
作
付

け
。
県
内
や
九
州
・
中
部
地
方
に
出
荷
し
、

販
売
数
量
１
９
２
ｔ
（
前
年
比
１
１
５
％
）、

販
売
金
額
１
億
８
１
９
９
万
円
（
前
年
比

１
２
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
田
剣
太
郎
部
会
長
は
「
今
年
か
ら
品
質

維
持
の
た
め
に
着
色
基
準
を
変
更
し
、
各
生

産
者
の
協
力
に
よ
り
市
場
評
価
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
市
場
担
当
者
の
販
売

努
力
の
お
陰
で
目
標
金
額
を
大
き
く
超
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
産
も
引
き
続
き
品
質
向
上
と
安

定
供
給
に
向
け
た
生
産
活
動
、
検
査
体
制
の

充
実
や
市
場
と
連
携
し
た
効
果
的
な
販
売
促

進
活
動
を
実
施
し
、
産
地
づ
く
り
に
取
り
組

む
方
針
で
す
。
当
日
は
優
績
者
（
敬
称
略
）

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
10
ａ
販
売
高
の
部
＝
後
藤
光
栄
・
福
田

義
廣
・
後
藤
真
人

生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き④

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

2025年度｢第3回あそっ娘☆短期大学｣2025年度｢第3回あそっ娘☆短期大学｣
防災パッククッキング講習とカローリング大会

　ＪＡ阿蘇は12月10日、25年度「第3回あそっ娘☆短期大学」で、
防災パッククッキング講習とカローリング大会を行いました。
　昨今の地震や災害で防災意識の重要性が高まる中、防災パッククッ
キング講習では、耐熱性ポリ袋を使い、限られた水や熱源でも調理
できる方法を学びました。参加したあそっ娘からは「非常時を想定
して実際に体験することの重要性を感じた」との声が聞かれました。
　講習後はカローリング大会を行い、チーム対抗で競技を楽しみな
がら交流を深めました。堀川美紀職員は「あそっ娘☆たちが仲睦ま
じく体を動かしている姿が見られた。今後も健康増進に繋がる活動
を行っていきたい」と話していました。

わ
き
あ
い
あ
い

　

元
気
は
つ
ら
つ

　
　

あ
そ
っ
娘
☆
の
皆
さ
ん

→
「
う
ま
く
出
来
た
よ
う
ね
💜
」

防
災
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

講
習
の
様
子

←
脚
腰
を
さ
ら
に
丈
夫
に
…

　
　
　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
！
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「ＪＡ阿蘇女性部フォーラム～家の光大会～」「ＪＡ阿蘇女性部フォーラム～家の光大会～」
女性の輪を大切に、多彩なプログラムで盛り上がる！女性の輪を大切に、多彩なプログラムで盛り上がる！女性の輪を大切に、多彩なプログラムで盛り上がる！女性の輪を大切に、多彩なプログラムで盛り上がる！

　ＪＡ阿蘇女性部は11月20日、阿蘇市で「第23回ＪＡ

阿蘇女性部フォーラム～家の光大会～」を開催しました。

同イベントには、女性部員やＪＡ役職員など約85名が参加

しました。

　オープニングセレモニーでは「ヴァンヂャケット」に

よるバンド演奏が行われ、会場は大きな盛り上がりとなり

ました。開会式で原山寅雄組合長は「女性部担当者と共

に活発なる取り組みを期待する」と祝辞を述べました。

　フォーラムでは、10月に開催された料理コンテストの

表彰やちゃぐりん感想文の表彰と発表が行われ、表彰者に

盛大な拍手が送られました。

 家の光記事活用優良支部表彰では、家の光の記事を活用し

て毎月の役員会で手芸やハンドメイド、お菓子作りなどに

熱心に取り組んできた高森支部が選ばれました。

　午後からは、農協共済別府リハビリテーションの理学療

法士・伊藤かおり氏を講師に招き、フレイル（健康な状態

と要介護状態の中間に位置する虚弱な状態）予防と認知症

予防の基礎知識や予防体操などが行われました。

　後藤真知子女性部長は「今後も女性の輪を大切にした仲

間づくりに取り組んでいきたい」と抱負を話していました。

↑

開
会
挨
拶
を
す
る

　
　

後
藤
真
知
子
女
性
部
長

↑
祝
辞
を
述
べ
る

　
　

原
山
寅
雄
組
合
長

↑

家
の
光
記
事
活
用
優
良

　
　

高
森
支
部
表
彰
の
様
子

←
ち
ゃ
ぐ
り
ん

　
　

感
想
文
の
表
彰
者

↑
会
場
を
彩
っ
た

　

阿
蘇
の
花
々
と
豊
か
な

　
　

農
産
物
の
オ
ブ
ジ
ェ

↓
和
や
か
で
笑
い
に

　

包
ま
れ
た

　
　

会
場
の
様
子

→
「
組
織
活
動
体
験

　
　

発
表
を
す
る
蘇
陽
支
部

↓
フ
レ
イ
ル
予
防
は
先
ず

　
　

体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
！
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各支部活動の様子を紹介するパネル各支部活動の様子を紹介するパネル

阿
蘇
町
支
部

小
国
郷
支
部

一
の
宮
支
部

南
阿
蘇
支
部

高
森
支
部

蘇
陽
支
部

西
原
支
部
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　近年、フィッシング詐欺等の金融犯罪が増加し、詐欺被害防止に取り組んで

いるものの犯罪の手口は巧妙化・多様化しており、特殊詐欺等による被害は

拡大し社会問題化しております。

　当組合は、組合員・利用者の皆さまの大切な財産を金融犯罪からお守り

する為、マネー・ローンダリング・テロ資金供与対策（以下、マネロン対策）

や反社会的勢力等との取り引き排除を経営戦略における重要な課題の一つと

して位置付け、政府指針や関係法令等を遵守して取り組みます。

　口座開設審査等、適切な取り引き時確認実施による取り引きモニタリングを

強化し、継続的顧客管理の定着に努め、リスク評価に基づいた措置を講じると

ともにモニタリングで判明した疑わしい取り引きについては、速やかに届出を

行い、状況等をリスク管理強化に活用します。

　また、実効性のある管理態勢を確立する為に、役員は主体的・積極的に

マネロン対策に関与し、適切な措置を適時に実施できるよう対応の高度化

を図ります。

　新たに金融犯罪対策リーダーを設置し、専門性や経験を踏まえた経営

レベルでの人員確保や役職員に対して、役割に応じた適切・継続的な研修・

教育を行い、組合全体でマネロン対策や金融犯罪強化にかかる専門性・適合

性の維持・向上に努め、組合員・利用者の皆さまに安心してご利用いただける

よう取り組んでまいります。

阿蘇農業協同組合　代表理事組合長　原山　寅雄

マネー・ローンダリング、
テロ資金供与及び金融犯罪対策強化に向けた
取り組みについて
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〝やっぱり、阿蘇のイチゴは違う〟と
   言ってもらえる品質を追求し続けたい！
　ＪＡ阿蘇いちご部会部会長を務め、恋みのりを112.8ａ栽培。

園田賢臣さん（阿蘇市）は、イチゴ栽培の他、米作りにも取り組む生産者です。

　平成7年から農業に従事し、現在栽培しているイチゴの品種は「恋みのり」。丸みのある形と豊かな香りが

特徴で、粒が大きく甘味と酸味のバランスが程よく、果肉に硬さがあるため輸送性にも優れています。

　園田さんは部会長として、部会全体で生産量向上への取り組み、販売に関しては、販売促進活動や販路

拡大、海外輸出にも尽力しています。

　園田さんのイチゴ栽培への熱い想いとして「シーズンを通して、いつ手に取っていただいても〝やっぱり

阿蘇のイチゴは違う〟と言っていただける品質を追求し続けたい」という信念があります。

　また「激しい気象変動にも左右されないよう、蓄積されたデータと長年の経験による感性を融合させた

栽培技術を確立させ、継承していきたい」と力強く語っています。さらに「部会として面積維持にも努め、

これからの新規参入者にも魅力あるイチゴ作りを見せていきたい」と力強く結びました。

園田賢臣さん（右）ら収穫作業を行うスタッフの皆さん

表紙の生産者 園田賢臣さん 
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前号「凧あげ」答えとプレゼント（あか牛サイコロステーキ）当選者5名様

   　   ＝答え＝
① 左空の凧の形
② 男性の帽子のつば
③ 黄色の凧のしっぽの長さ
④ 女の子の口
⑤ 右の男の子の糸まき

イラスト違い探し「ひな祭り」応募方法

探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「ひな祭り」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 5名様に

「イチゴ恋みのり2パックセット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 8年 3 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

上野　朋子 様

工藤くに子 様

佐藤チトミ 様

浦田　玲子 様

宇都宮美保子 様

（阿蘇市）

（阿蘇市）

（阿蘇市）

（熊本市）

（小国町）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和7年12月19日午後3時00分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．報告事項

　11月末実績について

　１）マネロンに係る取組み状況について（令和7年9月末）

　２）令和7年度上期決算監事監査報告書について

　３）令和7年度導入家畜等棚卸監査実施要領について

　４）年末年始の業務等について（金融部・共済部・購買部・

　　 営農部）

　５）仕事始めに伴う支所巡回並びに新春の年賀について

　６）自主検査結果報告について（令和7年10月）

　７）令和７年産米検査実績について

　８）その他

4．閉会

日時：令和8年1月26日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　委員会報告（総務専門委員会）

　12月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）役員推薦会議運営規程の改正について（案）

　３）令和7年度上期決算監事監査回答書について（案）

　４）役員候補者推薦内規の改正について（案）

報告事項

　１）地公体貸出について

　２）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）

　３）余裕金運用状況について（令和7年12月末）

　４）令和7年度（第4四半期）余裕金運用方針について 　↗

　５）県域ローンセンター媒介業務実績について（令和7年12月）

　６）ＡＴＭ利用実績について（令和7年12月）

　７）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告について

　　（令和7年10月～令和7年12月）

　８）内部監査の品質に関する内部評価報告書について

　９）令和7年度 農政連阿蘇総支部会費及び国際貿易協定対策

　　 募金実績について

　10）自主検査結果について（令和7年11月）

　11）令和7年度減損予定額について

4．閉会

日時：令和8年1月26日午前10時30分～

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和7年度導入家畜等棚卸監査実施手続きについて

　２）令和7年度決算棚卸監査実施要領（案）について

　３）令和7年度決算監事監査日程（案）について

　４）令和8年度監事監査計画書（案）について

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②内部統制システム基本方針の体制整備・運用状況について

　③内部監査の品質に関する内部評価報告書について

　④不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　（令和7年10月～令和7年12月）

　⑤行事予定について

4．閉会

■令和7年度第11回理事会

■令和7年度第12回理事会

■令和7年度第10回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ ● ● ●

梅田　陽輝（ウメダ ハルキ） 阿蘇南中央支所共済課共済係

氏　名 辞　令

▼令和8年1月1日新入組職員辞令

山内　慶三 阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇車輌センター係 阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇車輌センター係（高森駐在）

氏　名 旧 辞 令新 辞 令

▼令和8年1月1日辞令
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